
し航空貨物の取扱人は別伽1で民間航空法の適Jlj を受けている。

(7) 私有貨車会社 (private car company) タ γ? JII ・ 冷

i政事 ・ ììli風111 ・ 家?皆車等特殊ー設備を持った貨111を所有して I'll'ì:

することを業とするものであるが， 元米特殊産業のU、有択 JII

から専業に発展したもので G. A. T. X. (General American 

Transportation Corp.) など 48，000 阿も所有する大規l裂なもの

がある。私有貨11工所有の産業会社とこ れら彩、イ社主事会社とは協

定を結びその利益を保護しつつ， 鉄道との 11，1に共通の契約また

はぜI行を設けている。 f埼主はこれら会社車両を使った場合でも

一般鉄道一所定Jlli l立を払い ， 鉄道から1'î "1工会社にマイル基準の使

IH料を払 うのである。タ γ? 111の~jド送還には従事会社から鉄

道に回送料を払うことになっている。

10 資材

アメ リカ鉄道?資本的支出のうちが]3は物刊であり ， また
営業技のうち約す~Sjが物件~'iである。外部にîÎrl/~=lわせた業務の

うちの物件肢を加えるとこの金綴はさらに附加することとなり ，

アメリカ国民経済における伐材!持究者として，鉄道業は最大級

の軍基E位置を占めている。鉄道はかつて石炭 ・ 木材 ・ 鋼材等の

年産制の 20 % を購質していたのでし国民の 20 %産業1 という

異名を誇っていた。 1951 年には， 石炭総iJ]i:舗の 10.4 %，木材の

8.9 % ，鉄鋼の 8.6 % ， ディーゼノレ illi の 43 . 1 %, その他液体燃料

の 7.4 %を購入している。鉄道会社はこれら物件購買のため資

材局を設け， 一般市湯においてできるだけ安〈穴入れる努力を

している。その資材購入の金制ならびに主要極呂を下表に示す。

第 1 5 表 アメリカ鉄道の資材購入綴と ílli類

資材 l桃入総傾 1951 年資材購入内訳

Tードル 千トル 'T' ドル
1921~1三 1.491.267 石 民 277 ，012 信号 ・ 69,320 
1940 854.463 燃料 ìlli 326.907 

通信|幾材

1945 1,572 .4 04 
保線骨量具 ・ 20,137 

ガソリン空1; 17,578 材料
1948 2.183.331 

枕 木 122 ，757 工地機総等 29.329 
1950 1.739.908 

制動|畠野i 31,887 
1951 2,175,859 木材 65 ,4 29 

1.650.000 
軌条 ・ l付燃}謹・ 94 ,386 1955 付属品 238 ,485 付属品

注 資本的支出 ll� 輪 - 潤 ìn ìlli 等 48.649 
71.347 

としての外注車問 付属品
非鉄金属新 53.256 

政その他を含んで 一般鱗材 85.814 
"ラス ト 27.622 

いない.これらは
車両j日鋼材 178.582 印刷物

1951 年度 1 4.1 低 文 A 
36.251 

ドル(車両 10.5[，， ) 電気材料 59.850 

1955 年 8 .9 til': ド ル ガラス ・ 54 ,577 Aそロの他と叫ロもt 2.175.859 
である。 化学品等

なおアメ リカ鉄道では車問 ・ 信号通信関係の事rr造はほとんど

外注であるが，ゼ不ラル ・ モータース G.M.，アメリ7JI鐙|員jJl工

会ネ:t A. L. C. 0. , ポ ー ノレドウィ γ ， A. C. F ., Budd , プノレマ γ

車両会社等が'l'\二名な後l具jJli . J II阿の製造会社である。

11 財 務

川総投資制 アメリカ鉄道の総投資領は設備の肱大 ・ 近代

化ならひ.に物fimn盤貴によ って第 l 次大戦当時にくらべて近年約

2 倍になっている。 1916 年に 176 f怠であったものが ， 1940 年

261 f{;i:ドノレ， 1945 年 282 f店ド ノレ ， 1951 年には 325 f;怠 ドルに述

した。ただし減価償却舗を差引くと 1951 年の現在価傾は 255

億ドル(1955 年は約 267 億ドル)である。線路 1 マイル当りで

見ると総投資傾で 144，000 ドノレ ， 滅 l凶償却差51領で 114 ，000 ド

ルであ る。

\2\ 株式資本 ・ 社依等鉄道会社の株式資本は 1916 年 64.1

1店、ドノレて、あったものが， その後 35 年間ほとんど変化なく J最高

アメ リカが っ

itや施設広大にもかかわらず新資本は株式の形では投入されな

かったことがわかる。これは後述するように，鉄道企業が厳震

な運賃統制と競争激化とにはさまれてその収益率が他極産業よ

りいちじるしく{Jh、ために一般役資家の資金を株式として放収

する力がなかったこ とを意味する。現に 1930 年以降鉄道会社

には新株式の募集はほ とんど見られないのである 。

社5'( ~i宇固定資木化 ( fun~ ed) された長期の他人資本は鉄道企

業ーでは株式資本よりもやや多額に使用されている。 1916 年に

99.1 (なドルが， 1930-35 年の年平均が最高で 116 . 5 億ドルに淫

したが、その後漸減して 1950 年には 86.3 位、ドルを示している。

鉄道社債のうちでアメリカの特色とも L、うべきものは車両 (担

保付) 信託社債 (car bond, equipment bond , car trust bondo 

bo nd の代りに note または certificate ともいう)である。米

国鉄道の新投資には車両新i査がきわめて大きな割合を占めるが，

この ' 1' 両 k抵当として信託会討の信託のもとに車両社民を発行

して fi金を集め ， Jli両を 1吏 JTJ収益しつつ主t伎の元利を 5 ・ 10 ・

15 年等の年i試で償還して行くのである。鉄道会社は社位完済

後所イ'ït1ftを取得するが，債務不履行のあった場合は信託会社が

抵当Jli両を転先して社債権者の利放を保護する。鉄道は軍基Eな

嫁働mitのJj(両であるからG'lì"毎弁済には全力をつく すので，転

売はめったに起らないが，鉄道会社分立でしかも車両の規絡統

ーができているため大きな転売市場が存在することが， この車

両信託社債成立の様拠である 。 社低利率は 3 %前後を普通とす

る。

株式 ・ 社位合計の純資本化傾 (net capitalization) も 1916

年以降大きな変動を見せていない。 1916 年 162 Ûむド ノレ ， 1931-

35 年の年平均が最高の 187 隠れレ ， 1 950 年には 156 1;(;i:ドノレで

ある 。 この純資本化古i'iと (1) に示した滅 mIT償却後の総投資1出l傾

255 tí:i:ドノレとの差傾約 99 億ドノレ I.:t結局鉄道企業の純益金の内

部留保綴である。 すなわち鉄道資本のきわめて大きな部分が内

部留保益金によってまかなわれているのである。

(3) 資本投 F年古~l 鉄道の年々の資本的支H.\ すなわち線路 ・

建物 ・ Jli同等の新進 ・ 改良投入事1'{は ， 1921-25 年の年間平均

7.33 億ドル( 5 ら車両 4 . 15 f;(;i: ， 線路建物等 3. 171)包)で， その後

大不況の 1930 年代には 2 f;iI.ドルまで滅った 11寺 Jm もあるが，大

体 5-8 億ドノレ台を示し ， 第 2 次大戦後は物1illi騰it もあるが， 近

代化も il主められたので 1 0 tei ドル台をこえ， 1951 年には 14.1 3

億ドル(うち車両 10.50 億， 線路建物 3.63 億)という新記録額に

主主 したが，その後減少し 1955 年には 8.9 億ドルである。

(4) 営業収入 アメリカ欽泊の営業収入の大宗は貨物であり ，

旅客はその数分の l に過ぎず， 郵便収入と小荷物収入との計は

旅客収入の半lまに達する状況を示している。旅客収入の比重は

第 2 次大戦中は一般自動車使用の抑圧と軍人輸送によって一時

大きく改善したが (1944 年にj心 :í 17 .90 億トソレ) ， 戦後は蒋び

減少に転じている。 収入総傾は 1951 年に初めて 100 億ドノレを

第 16 表 アメリカ鉄道の営業収入 (100 万ドル)

年度
蛍 2長 貨物 旅客 重日使 小荷物

トンマイ 人マイル

総収入 ル収 入収入
セン 1ト セソト

1916 3.596 2,575 708 61 90 0.707 2.042 

19~~ 平均 3.426 2,724 392 95 57 1.013 2.136 

1940 4,296 3,537 417 101 55 0.945 1.754 

1945 8,902 6.533 1.716 129 143 0.959 1.871 

1950 9.473 7.817 813 374 81 1.329 2.561 

1951 10.390 8.634 900 330 82 1.336 2.601 

1955 10,106 * 7.088 * 615 移 227 牟 96 持1.374 持 2 . 592

70.7 億ドル程度， 1950 年 69 .7 f;(;i:ドノレて'ある 。 すなわち物価騰 水は 1955 ::rニ 1 - 10 Jq の合計， 草は同 1-9 月平均.
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